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一
．
下
水
処
理
の
将
来
性

　

下
水
道
の
主
な
役
割
は
①
汚
水
の
処
理
と
、
②
雨
水
の
排
除
で
あ
る
。
最
近
は
特
に
台
風
や
異

常
降
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
防
災
・
減
災
の
面
か
ら
も
下
水
道
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
や
下
水
道
は
極
め
て
危
険
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

㈠
　
下
水
道
施
設
の
現
状

　

全
国
の
下
水
道
管
の
総
延
長
は
約
四
十
八
万
キ
ロ
（
地
球
を
十
二
周
）
で
、
標
準
的
な
耐
用
年

数
（
五
十
年
）
は
令
和
元
年
で
約
二
万
キ
ロ
（
約
四
％
）
で
あ
り
、
二
十
年
後
に
は
老
朽
化
管
は
、

約
十
六
万
キ
ロ
（
約
三
三
％
）
と
急
速
に
増
加
す
る
。
目
に
み
え
る
被
害
と
し
て
、
下
水
道
管
の

腐
食
や
破
損
に
伴
う
道
路
陥
没
は
、
年
間
約
三
千
三
百
件
発
生
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
（
ふ
た
）
も
危
な
い
、
全
国
の
下
水
用
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
、
約
一
千
四
百
万
枚
の

う
ち
、
耐
用
年
数
（
車
道
部
十
五
年
、
そ
の
他
三
十
年
）
を
過
ぎ
、
す
り
減
っ
て
安
全
性
能
が
不

十
分
な
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
約
三
百
万
枚
（
全
体
の
二
一
％
）
に
達
し
て
い
る
。

　

ま
た
下
水
道
終
末
処
理
場
は
、
平
成
三
十
年
現
在
約
二
千
二
百
箇
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
機
械
・

電
気
設
備
の
耐
用
年
数
（
標
準
十
五
年
）
を
超
え
た
処
理
施
設
は
約
千
九
百
箇
所
（
約
八
六
％
）

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
い
つ
故
障
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

内
水
氾
濫
を
防
ぐ
下
水
道
施
設
の
拡
充
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
水
処
理
場
自
身
も
危

険
な
状
態
で
あ
る
。
全
国
の
下
水
処
理
場
の
約
五
割
、
汚
水
・
雨
水
を
排
除
す
る
ポ
ン
プ
場
の
約

　

日
本
の
汚
水
処
理
率
は
九
二
％
に
達
し
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
衛
生
的
な
国
に
な
っ
て
い

る
。　

　

衛
生
的
な
国
を
支
え
て
き
た
汚
水
処
理
の
内
訳
を
み
る
と
下
水
道
で
約
一
億
人
（
七
八
・
八

％
）、
浄
化
槽
一
千
百
七
十
五
万
人
（
九
・
二
％
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
等
三
百
四
十
四
万
人

（
二
・
七
％
）、
小
規
模
下
水
処
理
（
集
合
住
宅
用
）
二
十
一
万
人
（
〇
・
二
％
）
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
汚
水
処
理
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
も
、
今
や
危
険
水
域
に
達
し
て
い
る
。
上
下
水
道
を
含

む
水
イ
ン
フ
ラ
の
共
通
課
題
は
、
①
人
口
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及
に
よ
る
料
金
収
入
・
下
水
道

使
用
料
収
入
の
減
少
、
②
普
及
し
た
施
設
の
老
朽
化
加
速
、
③
職
員
の
減
少
、
特
に
技
術
職
員
の

不
足
な
ど
、
つ
ま
り
三
重
苦
（
カ
ネ
無
し
、
モ
ノ
の
老
朽
化
、
人
材
の
不
足
）
に
直
面
し
て
い

る
。　
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最
適
な
方
式
で
の
汚
水
処
理
の
普
及
、
⑤
使
用
料
減
少
下
で
防
災
（
内
水
氾
濫
）
強
化
、
不
明
水

問
題
、
職
員
減
少
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
⑥
事
業
者
間
の
料
金
格
差
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

二
．
浄
化
槽
法
改
正
に
つ
い
て

　

一
千
百
七
十
五
万
人
の
汚
水
処
理
を
カ
バ
ー
す
る
浄
化
槽
に
関
し
、
二
〇
一
九
年
六
月
十
二
日

に
国
会
で
「
浄
化
槽
の
一
部
改
正
案
」
が
可
決
成
立
し
た
。

㈠
　
浄
化
槽
法
改
正
の
背
景

　

単
独
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
な
い
。
と
く
に
単
独

浄
化
槽
は
古
く
か
ら
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
都
市
圏
の
周
辺
に
多
く
、
愛
知
県
、
千
葉
県
、
静
岡

県
、
埼
玉
県
、
群
馬
県
が
ト
ッ
プ
５
で
あ
り
、
放
流
水
質
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
転

換
が
進
ま
な
い
の
か
。
単
独
浄
化
槽
使
用
者
に
と
り
、
既
に
水
洗
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い
る
た
め
に

合
併
処
理
装
置
へ
の
転
換
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
。
単
独
浄
化
槽
に
比
べ
合
併
処
理
は
広

い
敷
地
が
必
要
、
設
置
費
用
や
維
持
管
理
費
用
が
高
く
不
公
平
感
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

㈡
　
浄
化
槽
法
改
正
の
内
容

　

①
単
独
浄
化
槽
か
ら
環
境
負
荷
の
低
い
「
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
」
を
促
進
す
る
。
国
内
に
は

ト
イ
レ
の
み
の
汚
水
を
処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
が
約
四
百
万
基
残
存
し
て
い
る
。
②
浄
化
槽
の
維

七
割
が
、
自
治
体
が
定
め
る
浸
水
危
険
区
域
に
存
在
し
て
い
る
。

㈡
　
下
水
道
に
お
い
て
の
緊
急
課
題

　

国
は
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対
策
（
予
算
額
約
四
・
四
兆
円
）
と

し
て
下
水
道
施
設
の
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
下
水
道
関
連
予
算
は
不
十
分
で
あ
る
。
具
体
策
と

し
て
①
老
朽
化
施
設
の
改
築
更
新
、
②
防
災
・
減
災
と
し
て
の
浸
水
対
策
、
③
合
流
式
下
水
道
の

改
善
な
ど
で
あ
り
、
近
未
来
の
技
術
開
発
の
方
向
性
（
省
エ
ネ
下
水
道
、
下
水
道
資
源
活
用
の
最

大
化
、
人
口
減
少
下
で
持
続
可
能
な
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
開
発
）
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
な
が
ら
課

題
解
決
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
下
水
道
事
業
の
現
状
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

　

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
レ
ポ
ー
ト
「
我
が
国
下
水
道
事
業
経
営
の
現
状
と
課
題
」（
二
〇
一
六

年
六
月
発
行
）
で
公
共
下
水
道
千
百
七
十
一
事
業
者
を
分
析
し
た
結
果
で
は
、
①
雨
水
処
理
は
公

費
（
一
般
会
計
な
ど
）
で
汚
水
処
理
は
私
費
（
使
用
料
）
で
負
担
す
る
原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
使
用
料
対
象
経
費
の
す
べ
て
を
料
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
事
業
者
は
全
体
の
約
八
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
下
水
道
事
業
は
収
益
的
（
損
益
的
）
に
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
制
度
で

事
業
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
②
下
水
道
事
業
は
、
接
続
率
（
水
洗
化
率
）
が
上
昇
し
経

営
が
安
定
す
る
ま
で
長
期
を
要
す
る
事
業
構
造
（
一
ｈ
ａ
あ
た
り
人
口
密
度
が
五
十
人
以
上
で
も

繰
入
前
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
黒
字
化
す
る
ま
で
二
十
年
程
度
を
要
す
）
で
あ
り
、
加
え
て

③
上
水
道
と
比
べ
楽
観
視
で
き
な
い
高
い
有
利
子
負
債
の
水
準
、
④
下
水
道
類
似
施
設
を
含
め
た
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持
管
理
の
強
化
（
受
験
率
四
〇
％
以
上
を
目
指
す
）。
具
体
的
に
は
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化

槽
へ
の
切
り
替
え
の
促
進
の
た
め
に
指
導
、
勧
告
、
命
令
も
可
能
に
な
る
こ
と
。
公
共
浄
化
槽
設

置
の
促
進
、
財
政
支
援
、
浄
化
槽
台
帳
の
整
備
、
協
議
会
の
設
置
、
浄
化
槽
管
理
士
に
対
す
る
研

修
の
機
会
の
確
保
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
．
全
国
浄
化
槽
技
術
研
究
集
会
で
基
調
講
演

　

筆
者
は
二
〇
一
九
年
十
月
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
三
回
全
国
浄
化
槽
技
術
研
究
集

会
」
で
講
演
の
機
会
が
あ
り
、
参
加
者
約
八
百
名
を
前
に
「
浄
化
槽
の
将
来
像
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

浄
化
槽
の
技
術
的
な
問
題
に
は
触
れ
ず
、「
地
方
創
生
に
役
立
つ
浄
化
槽
」
と
し
て
「
水
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
」
の
三
位
一
体
に
よ
る
施
策
の
推
進
を
提
案
し
た
。

㈠
　
秋
田
県
の
動
き

　

秋
田
県
で
は
、
将
来
の
人
口
減
少
率
（
四
一
・
二
％
で
全
国
最
大
）
に
備
え
平
成
二
十
二
年
か

ら
県
と
自
治
体
で
協
議
を
重
ね
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
広
域
・
統
合
化
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

事
業
内
容
は
①
農
村
集
落
排
水
処
理
施
設
（
農
林
水
産
省
所
管
）
の
統
廃
合
、
②
流
域
下
水
道

（
国
土
交
通
省
所
管
）
と
単
独
公
共
下
水
道
（
地
方
自
治
体
所
管
）
の
統
合
、
③
下
水
と
し
尿
・

汚
泥
の
集
約
処
理
と
資
源
化
で
あ
る
。
特
に
汚
泥
の
資
源
化
に
つ
い
て
は
大
き
な
成
果
が
期
待
で

き
る
だ
ろ
う
。
県
北
三
市
三
町
一
組
合
の
下
水
処
理
七
施
設
と
、
し
尿
処
理
三
施
設
か
ら
発
生
す

る
汚
泥
を
流
域
下
水
道
大
館
処
理
セ
ン
タ
ー
で
資
源
化
（
平
成
三
十
二
年
か
ら
供
用
開
始
予
定
）

と
集
約
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
今
後
二
十
年
間
で
約
四
十
億
円
コ
ス
ト
縮
減
が
出
来
、
さ
ら
に

地
方
創
生
（
雇
用
促
進
、
新
事
業
展
開
）
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
、
全
国
に
先
駆
け
た
下
水
道
事

業
の
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
い
ご
に

　

秋
田
県
出
身
の
菅
総
理
が
所
信
表
明
で
述
べ
た
「
省
庁
間
の
縦
割
り
弊
害
の
打
破
」
を
先
取
り

し
た
「
秋
田
・
下
水
道
モ
デ
ル
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
試
み
が
全
国
に
普
及
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
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